
2028年度大学院保健学研究科（博士前期課程）の入学者選抜方法（2027年度
実施）の変更について 
 
2027年度入学生より学部における「保健師課程」を廃止します。 
保健師養成は、2028年度より大学院課程へ移行する予定で準備をすすめています。 
これに伴い、大学院保健学研究科（博士前期課程）の看護学分野の【一般入試】のサブプ
ログラムに公衆衛生看護学コース（仮称）が加わる予定です。 
 
 〇出願時に、公衆衛生看護学コース（仮称）を志願する者は、看護師免許証（写）また

は登録済証明書（写）の提出が必要になります。看護師免許取得見込の者は国家試験
終了後に速やかに厚生労働省発行の登録済証明書（写）の提出が必要になります。 

 〇募集人員は 4人程度の予定です。 
 
上記に伴って、看護学分野の一般入試は下記のとおり変更になる予定です。 

  【募集人員 14名】  
現行： 注）看護学分野助産学コースの募集人員は８人程度です。 

   変更： 注）看護学分野助産学コースの募集人員は 4人程度、公衆衛生看護学コ
ース（仮称）の募集人員は 4名程度です。 

  【入試選抜の方法】 
   現行：【一般入試（看護学分野 助産学コース）】 
       筆記試験：外国語（英語） 
       口述試験及び実技 
   変更：【一般入試（看護学分野 助産学コース・公衆衛生看護学コース（仮

称））】 
       筆記試験：外国語（英語）および 専門科目 
       口述試験 

 

 大学院の公衆衛生看護学コース（保健師課程）は、社会人や他大学出身者も受験が可
能になります。 

 公衆衛生看護学コースの新設とともに、助産学コースのカリキュラムを検討し、共に
学びあう科目を設定します。多様な背景をもつ学生との学び合いを通じて、広い視野
と実践力を育むことが可能になります。 

 助産学コースは、募集人員を 8名から 4名に見直し、ハイリスク妊産婦ケアや地域
母子保健に対応できる人材育成カリキュラムに刷新いたします。 
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※大学院保健学研究科における保健師養成については、指定申請準備・構想中であり、内容に変更
があり得ます。助産師コースも、指定変更申請準備中であり、内容に変更があり得ます。詳細に
つきましては、準備が整い次第、順次情報を公開いたします。 

 
                    

 

公衆衛生看護学コース（仮称）の概要
（博士前期課程２年間）

保健師課程

研究

１年生前期

公衆衛生看護学の基盤

公衆衛生看護学原論特論、
疫学、生物統計学 など

研究の基礎

研究方法論などの共通科目
の履修と文献レビュー

１年生後期

公衆衛生看護学の展開

健康教育演習、保健指導演習
コミュニティアセスメント演習

など

研究の展開

共通科目の履修と研究計画書立
案、中間発表会での発表、 研

究倫理委員会へ申請

2年生前期

公衆衛生看護学実習

産業保健、学校保健、行政
（保健所・保健センター）

実習

研究実施

データ収集、分析、
学位論文の執筆

2年生後期

保健師国家試験

学位審査会

学位論文の提出

修了時の姿

理論と実践をつなぐ高度専門職者
 科学的根拠に基づいた保健指導や集
団援助技術を展開できる。

 コミュニティを包括的にアセスメントできる。
 データを活用した健康増進施策の立案・
提案ができる。

地域に根ざした課題解決型リーダー
 地域のヘルスニーズを的確に捉え、関係
職種・住民との連携をはかることができる。

 社会的関心の高い課題に対し、創造的
な支援策を提案する視点を持つ。

連携・チームマネジメントに優れた調整者
 医療・福祉・教育などの多分野と連携
し、地域保健活動を推進するマネジメン
ト力を備えます。

 地域の複雑な健康課題に対して、地域
の医療機関、訪問看護師、助産師と連
携し、チームの調整役を担う。

助産学コースと
の連携教育

助産学コースの学生との共通科目として、地域の子育て広場における健康教育、新生児家庭訪問や産後の母親へ
育児支援について実践を通した教育

国際共同研究
への発展

岡山大学が交流協定を締結している大学への海外研修プログラムへの参加を通して、グローバルな視点をもった
研究者を育成

 


